
2022 年も残りわずかとなりました。 

暗いニュースも多いなか、先日サッカ

ー日本代表がワールドカップにおいて

強豪国を次々と撃破し、日本中に元気

と勇気と笑顔を届けてくれました。 

2023 年はもっともっと笑顔溢れる年

になる事を願うばかりです。 

 今年 1 年「青い鳥」をご愛読いただ

きありがとうございました。 

来年も利用者様の笑顔をたくさんお届

けいたします。 

本年は大変お世話になりました。来年

もよろしくお願いいたします。 
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編集後記 

アート展 

自分の作品見つけたよ(^^♪ 

医務室便り 

師走に入り、めっきり寒くなりました。さて、

新型コロナウイルスは変異しながら相変わらず猛

威を振るっています。加えて、インフルエンザも

流行するのではと聞いています。入所利用者様は

既にインフルエンザワクチンも接種されました

が、空気が乾燥するとウイルスが蔓延し罹患しや

すくなる為、適度な暖かさを保ちながら、湿度調

整にも気を付ける必要があります。 

感染対策をしながら元気に長い冬が過ごせるよう

に気を付けていきます。 

皆様もどうぞ良いお年が迎えられ 

ますよう、ご自愛下さい。 

10 月 6 日（木）～10 月 19 日（水）まで福祉人材研修センターで

「アートクラブ青い鳥」作品展を開催しました。 

「元気をもらってよ展Ⅰ・Ⅱ」（9/3～25・9/30～10/23） 

「あいサポートアートとっとり展」（1/20 金～1/28 土 於：県立博物館） 

にも作品参加してます 

作品参加しています!! 

障害者福祉センター厚和寮 基本方針 

障がいのある人に対し、快適な施設生活が送れるよう介護サービスの提供を図る

とともに、地域や家庭での新たな生活に向けて安心して移行できるよう支援を行う。 

在宅の障がい者に対する安全安心な日中活動の場所を提供し、ケアマネジメントの

手法を活用して社会リハビリテーションを中心とした各種サービスを提供する。 

また、地域生活に必要な社会生活力を高めるとともに、地域資源との連携の中で

自立と社会活動への参加を目指した支援を行う。 

現在、県東部には「鳥取県版コロナ特別警報」が出ております。 

12月から 2月までの予定で週 1回、全職員が抗原検査を実施するとともに、

私生活においても福祉人のプライドをもって行動自粛をしているところです。 

年末年始を迎え、人流が増すことが予想されます。 

感染防止のため、帰省の自粛や面会制限への協力をお願いします。 

来る兎年はぴょんぴょんと跳ね、新しい景色が見られるものと信じております。 

どうぞご理解頂き、引き続きの御協力をお願いいたします。 



楽しいパン食い競争 

                                                        

スポレク祭 

開催します 

開会宣言 

宣言 

準備体操   チーム対抗 ボーリング 

どのパンにしようかな？ 

ストライク！ 

優勝おめでとう 

ケガを 

しないように 

頑張るで～ 

どうだ！ 完璧だろ 

ねらって ねらって～ 

アンパンかな？ ノバリアスポーツ教室にも参加しています。 


